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水 稲 の 開花期 耐 冷性 の検 定方 法 について
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1  は  し  が  き

水稲の開花期は,穂ばらみ期と並び冷温に対する感受性
が高い時期で,開花期の冷温による不受精は頻度は多くは
ないが冷害の大きな原因の一つになっている

3,0。
開花期

の耐冷性は,穂ばらみ期の耐冷性とは遺伝的に独立とみら
れ2),耐冷性品種の育成に当たっては開花期の耐冷性強化
も重要な課題である。開花期の耐冷性検定方法については ,

青森県農試藤坂支場で1966年ころから検討が行われ,現在
15℃ 7日間処理,調査穂数 6穂で検定が行われているう。
当場で試験を始めるに当たって,この検定方法がそのま

ま利用できるかどうかを中心として試験を行った。それら

の結果について報告する。

2  試  験  方  法
(1)処理温度及び日数と不稔歩合の関係について
1981年に品種アキヒカリ, トワダ,1982年はトドロキヮ
セ,ササニシキを供試し,処理温度,処理日数各 3段階を
組み合せて処理を行い,不稔歩合を調査した。調査には ,
両年とも1区当たり1ボ ット各 2穂の合計 6穂を供試した。
(21 多数系統の検討について

表 1に示した品種系統について,1981年 ,1982年は15℃

7日間処理,1980年は16C ll日 間lluを行い,各 6穂の不
稔歩合で検定を試みた。

(3)前後歴の影響について

2水準からなる品種,処理時期,処理前及び処理後養成
場所の 4因子をL16直交表に割りつけ,処理前後 1週間の

養成場所と不稔歩合の関係について調査した。

“

)供試穂に及ぼす他花粉の影響について
パラフィン袋の有無により不稔歩合に差があるかどうか

を15℃ 7日 間処理を行い調査した。また,処理後供試穂ヘ

のパラフィン袋の有無により,不稔歩合に差があるかどう
かを16℃ 9日間処理を行い調査した。

供試材料は,各試験とも6月 下旬に本田から1/5000″
ボットに株上げし,処理時以外はガラス室で養成した。処
理は人工気象室を寒冷紗 (日射量50%カ ット)で覆って行っ
た。この人工気象室内の平面上の温度差は 1℃ 以内である

が6),処理中は室内のポットを毎日移動させた。

3 結 果 及 び 考 察
(1)処理温度及び日数と不稔歩合の関係について

1981年の結果を図 1の左図に示した。処理温度が低く,

処理日数が長いほど不稔歩合は高くなる傾向がみられ,15
℃ 7日 間処理では不稔歩合は低く,処理が弱すぎると考え
られた。また,アキヒカリ,ト ワダの両品種間に不稔歩合
の差は認められなかった。

1982年の結果を図 1の右図に示した。この場合も前年と

同様の傾向で, トドロキヮセ,ササニシキの両品種間では

不稔歩合の差はほとんど認められなかった。両品種の開花

期耐冷性の程度が不明なので,この結果からは,どの程度
の処理が適当かの判断はできないが,両年の結果から15℃
7日間処理では処理強度が弱めと考えられた。

図 1 処理温度,処理日数と不稔歩合の関係

② 多数系統の検定について
検定結果を表 1に示した。1981年の不稔歩合は13～57

%と全般に低く,品種間差を十分明らかにできなかった。
また,1981年と同一条件で処理した1982年の不稔歩合は,
24～58%と 前年より高かったが,それでも処理は弱いと判

断された。1983年の処理では,不稔歩合は70%以上と高す
ぎる結果となった。また,各品種の不稔歩合には,年次FEQで

有意な相関がなかった (表 2)こ とは,検定精度が低いこと
を意味し,調査穂数を含め総合的な検討力:必要と考えられる。
C)前後歴の影響について
図2に示したように,処理前の養成場所の違いで有意な
差がみられ,屋外養成の方がガラス室養成より約20%不稔
歩合が高かった。処Ft9前後の平均気温を表 3に示した。供

試したア+ヒ カリ,ササニシキの処理前の屋外気温はガラ
ス室よりそれぞれ27℃ ,29℃低かった。

開花期の冷温による不受精は,それ以前の天候や栽培条

件などの前歴によって増減すると近藤ら1)も報告しており,
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表 1

18 越南 128号  233       -
1, あ さ あ け  235    -    ―
20 愛 知 39号  236  -  ―

,1 東 北 roo号   2,t~~ '44 ~ ,o4
22 宮 崎 20号  240  -  ―

検定精度を高めるためには前歴を一定に制御することが重

要と判断される。

●)供試穂に及ぼす他花粉の影響について
表4,5に示したように供試穂をバラフィン袋で覆った
方の不稔歩合が,覆わない場合よりそれぞれ約15%,10%
と高かった。したがって処理 した穂の管理について十分注

意する必要がある。

表 4 パラフィン袋の有無と不稔歩合     _

′検定

412   342-549    幸+
267  128-394

注 処理中～開花終了まで有袋

表 5 パラフィン袋の有無と
飛譲恣包林21号 1983)

パラフィン袋の有無 不 稔 歩 合(%)

注 処理後開花終了まで有袋

イネの開花期耐冷性検定法の15℃ 7日 間処理,6穂調査
法を試験した。不稔歩合は,全般に低めで処理が弱すぎる
と考えられ,各品種の不稔歩合には年次間で有意な相関は
認められなかった。したがって,検定精度を高める方法を
検討する必要がある。
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表2 供試品種の不稔歩合の年次間相関係数

1981年不稔歩合  1983年不稔歩合
1982年不稔歩合  -0 42n s. 050n.s.

処理前 処理後
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ン袋の有無襦錮らニシキ潮の
不 稔 歩 合 (%)

装 3 処理前後養成場所とその平均気温α3)(1982)

24 7      26 9
25 0       30 5
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